
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と共通実践・学習内
容の定着に向けた分かりやすい授業の実践

●学力推移調査において、GTZを各教科（国・
数・英）をB１以上、国・数・英総合評価でA３以上
にする。

○授業評価アンケートを年２回行い、教育指導の充
実や学習状況の改善等に役立てる。
○学力推移調査実施後、教科担当者で結果を分析
し、それを全職員で共有し、学習指導の充実に役立
てる。

B

○１学期末に授業評価アンケートを行い、授業改善に努め
た。
○第１回の学力推移調査実施後、教科担当者で結果を分
析し、今後の具体的取り組み内容について、全職員で共有
した。
○基礎学力の定着を目指して、帰りの青陵タイムでのドリ
ル学習を実践した。

B

○12月に授業評価アンケートを行い、授業改善に努めた。
○第3回学力推移調査において、3教科総合平均GTZが3年生はA3となったが、1，2年
生はA3以上にできなかった。
○学力学習状況調査・学力推移調査の結果を分析し、全職員で共有し学力向上に向
けての取り組みを明確にした。
○デジタルドリル教材の効果的な利用法を検討し、職員間で共有した。

B

〇個々の生徒に合った学力向上ための指導の工夫や教材の
精選に取り組んで、「GTZA3」以上の達成を期待します。
〇授業改善が学力向上に繋がらなかったポイントを明確にす
べきである。

総務

○「基礎学力」の定着とともに「学び方の基礎
基本」を身につけさせる。
○生徒が自ら考え、主体的な学習ができるよ
うにする。

○学校評価アンケートにおいて、「授業がわかり
やすい」と回答した生徒が９０％以上。
○学校評価アンケートにおいて、「授業を受ける
のが楽しい」と回答した生徒が８５％以上。
○学校評価アンケートにおいて、「本校では、ICT
機器（電子黒板・学習用PC）が有効に活用され
ている」と回答した生徒が８５％以上。

〇基礎学力を定着するための効果的な授業研究を
行い、授業改善に取り組む。
〇ICT機器を効果的に利活用し、学力向上に役立て
る。
○多様な生徒の能力を引き出すために、少人数授
業やTT授業を行う。
○生徒が自ら考え、主体的な学習ができるように、
教師は探究的授業を実践する。

A

○基礎学力が定着するための授業に向けての授業研究を
行い、各時のめあてを明確した授業を実施することができ
た。
○少人数授業やTT授業を効果的に行い、わかりやすい授
業を目指した。
○場面に応じてICT機器の効果的な使用法を、日々の授業
を通じて試行錯誤している。
○各学期ごとに授業評価アンケートを授業担当者で実施
し、その後の授業改善に役立てている。

A

○学校評価アンケートにおいて「授業がわかりやすい」と回答した生徒は９７．９％で
あった。
○学校評価アンケートにおいて「授業を受けるのが楽しい」と回答した生徒は９７．９％
であった。
○学校評価アンケートにおいて「ICT機器が有効に活用されていると思う」と回答した生
徒は９０．４％であった。
○少人数授業やTT授業を効果的に行い、わかりやすい授業を目指した。
○生徒が自ら考え、主体的な学習ができるように、教師は探究的授業を実践した。

A

〇来年度も、分かりやすい授業、主体的に活動できるような授
業の実践をお願いします。
〇アンケートの結果からは基礎の定着は図れていると感じる。
〇ICTの有効活用のアンケートにおいて、10％がそう思わない
という結果になっているが、要因を明確にすべきである。

教務
総務

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○学校評価アンケートにおいて、「道徳の授業を
通じて、思いやりの心や正義感、感動する心を身
につけることができた」と回答した生徒が８５％以
上。

○「ふれあい道徳」で道徳の授業参観、教育講演会
を実施し、生徒・保護者の人権意識を高める。
○生徒の心の成長に応じて、道徳の授業を計画し、
内容を工夫する。

A

○「ふれあい道徳」で「学級道徳」・「学校道徳」を実施し、
生徒・保護者の人権意識を高めることができた。
○生徒の心の成長に応じた道徳の授業を計画し、内容を
工夫することができた。

A

○学校評価アンケートにおいて「道徳の授業を通じて、思いやりの心や正義感、感動す
る心を身につけることができた」と回答した生徒は９４．１％であった。
○道徳の授業研究を行い、生徒の心の成長に応じた授業を計画し、内容を工夫するこ
とができた。

A

〇多感な時期の生徒が様々いる中、生徒の心の成長に応じた
授業の実践をお願いします。
〇生徒が、どのような時に思いやりの心、正義感を感じている
のかを精査し、今後に活かしてほしい。

総務

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○学校評価アンケートにおいて、「いじめを許さ
ない教育を受けている」と回答した生徒が９０％
以上。

○県指定様式による「いじめ・体罰アンケート」を年
に２回、学校独自様式による「学校生活アンケート」
を年に４回実施する。
○いじめを積極的に認知し、解決にあたっては組織
的に対応する。 B

○２学期初めまでに県指定様式による「いじめ・体罰アン
ケート」を１回、学校独自様式による「学校生活アンケート」
を２回実施し、担任による教育相談に活用している。
○今年度のいじめ認知数は１８で、認知した事案について
は、学年を中心に対応した。 A

○県指定様式による「いじめ・体罰アンケート」を年に２回、学校独自様式による「学校
生活アンケート」を年に３回実施した。
○学校評価アンケートにおいて、「いじめを許さない教育を受けている」と回答した生徒
が９０％以上。」の目標に対し、１年９１．９%・２年９３．４%・３年９３．４%がいじめを許さな
い教育を受けていると回答した。全体でも９３．１%の回答を得た。
〇いじめに関しては、１２月末で２７件の認知数であったが、学校生活アンケート等によ
り早期発見ができたものと考える。

B

〇本校の生徒が世に出て、リーダーとなった時に「ハラスメン
ト」めいた「いじめ」を行わないよう「いじめの加害者＝格好悪
い」と認識するよう指導をお願いします。
〇「いじめを許さない」事がより良い学校生活を構築するとは
思えない。自分の意見を述べる事ができることと、異なる考え
方を持つ他者を理解する事が、一人一人を大切にする気持ち
へつながると考える。つまり「許さない」より「向き合う」ことが大
切である。

生徒指導 

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向
けて意欲的に取り組もうとするための教育活
動

◎学校評価アンケートにおいて、「将来の自分の
進路について考えることができた」と回答した生
徒が８５％以上。

○体験的な学びや教科横断的な授業を通じて、将
来の目標設定の手助けを行う。
○さまざまな講演会を通じて、自分の進路において
考える機会をもうける。 A

○各教科で、進路実現につながるような授業を心がけた。
○職業講話、キャリア教育講演会を行い、進路意識を高め
ることができた。
○探究活動をとおして、将来の夢や進路について考えさせ
ることができた。

A

○学校評価アンケートにおいて、「将来の自分の進路について考えることができた」と
回答した生徒が９２％であった。
○講演会の内容や時期を工夫して、生徒の進路意識を高めることができた。 A

〇将来の自分の進路について考え、進路意識を高めることが
できるような機会をなお一層設けていただきたい。
〇様々な取り組みを実行しているのは素晴らしい。講演会を通
じてどのような気持ちの変化があったのかを検証し、今後に活
かしてほしい。

総務 

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

●学校評価アンケートにおいて、「健康に食事は
大切である」と回答した生徒が９５％以上。

○「食育だより」を年１０回発行し、食に対する心構
え、それぞれの食べ物がもつ栄養素やその効用、
伝統的な食文化について伝えることで、食事の大切
さを伝える。 B

○「食育便り」は、2回発行した。当初の予定の半分ほどで
あった。
○各授業はもちろん、全校集会などでも心身の健康のため
に食事が大切であることを伝えた。
○後期に向けて、「味噌作り」の計画を立てた。

A

○「食育便り」は半分ほどの発行であったが、内容を精査し適切な情報を発信すること
ができた。
○学校評価アンケートにおいて、「健康に食事は大切である」の質問に「そう思う」「や
やそう思う」と答えた生徒は９７．３％であった。
○各授業を通して、食事の大切さを伝えることができた。

B

〇健康の重要性を根気強く指導していってもらいたい。
〇どのような活動が望ましい食習慣につながったのか？ある
いは生徒達の食習慣がどう変わったのか？食生活が大切に
思う事と望ましい食習慣と自己管理がリンクしていない。

保健相談

○安全に関する資質・能力の育成 ○学校評価アンケートにおいて、「講演会や防災
に関する行事や授業などを通じて防災意識が高
まった」と回答した生徒が９０％以上。

○防災避難訓練や、身の周りに起こりうる災害についての
授業を通して、防災意識を高める。
○PTAと連携をとり、生徒・教職員分の備蓄食糧の整備を
する。
〇学校周辺の危険個所の把握と情報の共有
○毎月安全点検を行う。

A

○毎月の安全点検について、紙媒体からデータ化に変更
し、校務パソコン上で点検できるように、新たに設定した。
○不備の箇所について、早急な対応ができるように、効率
的に事務室と連携できる方法を見つけていく。 A

○毎月の安全点検については、より効率的な運用方法を模索する必要がある。
○学校評価アンケートにおいて、「講演会や防災に関する行事や授業などを通じて防
災意識が高まった」と回答した生徒は９４．２であった。
○PTAと連携をとり、生徒・教職員分の備蓄食糧の整備をした。
〇学校周辺の危険個所の把握と情報の共有を行った。

B

〇学校で安全・安心を確保することは最低限必要なことであ
り、防災や安全を意識し生活することが必要であることの教育
を今後も行ってもらいたい。
〇中学生であれば自主避難訓練、防災意識、不審者対応な
ど、生徒が主体的に考え実行すべきではないか。教職員が手
をかけすぎている。

教務(PTA)
保健相談

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
○年休取得目標を１４日とし、自己メンテナンス。
リフレッシュを行う。

○週休日（土日）の公式戦生徒引率業務について
は、振休措置を行う。
○持続可能な学校運営の改善を更に進める。
○時間割上の配慮や年休取得推進日を設け、年休
を取得しやすくする。 B

○週休日の公式戦生徒引率業務は、ほぼ全員の職員が
振休を取得している。
○服務管理システムの導入がなされ効率的になったが、過
渡期であり職員の操作手方法などの慣れが必要である。
○年休取得推進日を2日設けることができた、また、年休の
取得状況に個人差があり、職員の勤務時間管理の意識改
革を促していきたい。

B

○多くの職員が服務管理システムの操作に慣れてきており、年休の残日数や振替休
日の取得状況など視覚的に把握することが可能になり、多くの職員は計画的に休暇を
取得できるようになってきており、職員の働き方改革が徐々に進んでいる。
〇年次休暇取得日の平均は12日に留まっており、目標の14日に届かなかった。また、
年次休暇取得日数が5日に至っていない職員が2名いた。
〇毎月の時間外在校等時間の上限を遵守できているが、特定の職員の時間外在校等
時間の偏りがみられる。

B

○年休を消化するためには、日頃より日常業務を捌かせてい
ないと消化できないと考える。認識を改めて取り組む必要があ
ると考える。
〇職員の心身のリフレッシュを図ることを目的として、使用者
は職員に対して年5日以上の年次有給休暇の取得ができるよ
う環境を整え配慮する必要がある。

教頭 

○保護者・地域との連携強化 ○学校評価アンケートにおいて、「学校は、メー
ルや学校ホームページ等で、地域や保護者に情
報発信を行っている」と回答した保護者が８５％
以上。

〇学校ホームページを更新し、本校の教育活動とそ
の成果を発信する。
〇eメッセージ（アプリ配信）を利活用し、学校からの
連絡や欠席連絡等、行き違いがないようにする。 A

○学校ホームページを随時更新し、教育活動の成果だけ
でなく、日々の学校生活の様子を定期的に発信している。
○学校からの連絡をeメッセージで必要に応じて保護者に
送信している。また、保護者のeメッセージの利用状況も適
切であり、問い合わせ数が減少している。

A

〇学校生活アンケートでは、「ホームページ等を利用し積極的に情報を発信している」
と回答した保護者は９４．１％であった。
○学校ホームページを随時更新し、教育活動の成果だけでなく、日々の学校生活の様
子を定期的に発信している。
○学校からの連絡や学校生活アンケートをeメッセージなどで必要に応じて保護者に送
信している。また、保護者のeメッセージの利用状況も適切であり、問い合わせ数が減
少している。

B

〇なお一層の情報発信をお願いします。

教頭・教務 

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒が行きたいと思う学
校づくり

○魅力ある学校行事等の企画・実践
○自己有用感の育成

○学校評価アンケートにおいて、「本校に来て良
かった」と回答した生徒が９０％以上。
○学校評価アンケートにおいて、「先生はあなた
の良いところを認めてくれている」と回答した生徒
が９０％以上。

〇日々の学習活動や学校行事を通し、生徒主体の
活動を重視し、適切に評価をする。
〇職員間の情報共有、共通理解を確実に行う。
〇教育相談等を利活用すると同時に、生徒の変化
を敏感にキャッチし、その支援を適切に行えるよう、
日々生徒を観察する。

A

○生徒が学校行事に意欲的に取り組んでいることや、生徒
の校外行事への積極的な参加が増え、教師も生徒の頑張
りを適切に評価している。
○定期的な学校生活アンケートの実施、教育相談等を活
用して、生徒が相談しやすい環境を作っている。

A

○学校評価アンケートにおいて「本校に来てよかった」と回答している生徒が９５．７％、
「先生はあなたの良いところを認めてくれる」と回答した生徒が９６．８％となり成果目標
は達成しているが、今後もこのレベルを維持していくために生徒主体の活動の重視や
適切な評価、学習活動の充実に取り組まなければならない。
○教育相談や学校生活アンケートで生徒の困り感を把握し、適切な対応ができた。SC
と連携を図り、生徒情報の共有を行い、指導を工夫した。

A

〇何気ない日頃の生徒の様子をできるだけ観察し、感受性豊
かな個々の生徒に対応した指導を日頃より取り組んでいただ
きたい。
〇生徒の思いが叶う学校であることは望ましい。今後は高校と
連携した学校作りに努めてほしい。

教務 

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

〇学力の向上について：分かりやすい授業の実践し、「基礎学力」の定着とともに「学び方の基礎基本」を身につけさせ、生徒が自ら考え、主体的な学習ができることを目標に置き取り組んだ。日々のTT指導や少人数指導を粘り強く行い、授業が「分かりやすい」「楽しい」と感じている生徒がわずかながら増えており、確かな学力の定着を目指し、主体的な
学習を取り組むより多くの生徒を育んでいきたい。
〇心の教育について：思いやりの心や感動する心を身につけ、いじめを決して許さない強い心を育成し、また、自分の将来について深く考えることを育むことを重点的に取り組んだ。アンケートでは目標の数値及び昨年度より良い数値を得ており、なお一層の授業の工夫や講話などの充実を行い、心の教育を充実していきたい。
〇健康・体つくりについて：望ましい食・安全に関する資質の育成を重点的に取り組んだところ、アンケート結果は良好であった。今後も継続して健康増進を促していきたい。
〇業務改善・教職員の働き方改革の推進について：時間外在校等時間の上限を遵守できているが、年休取得日の平均が目標を達しておらず、取得日が５日に満たない職員が２名いた。教職員の働き方に対する意識改革と業務の平準化が必要である。
〇成果指標にあげた数値目標は概ね達成できたが、残された課題や学校関係者評価でいただいた様々なご指摘に真摯に向き合い、よりよい学校づくりに取り組んでいきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「探究活動」を軸にし、生徒の興味・関心の幅を広げ、主体的に学びに向かう力の育成や人間性の涵養まで指導レベルを上げる教育が必要である。
・教育活動を通して生徒の心を育てることを目的に、全教育活動を通じて命の大切さを強調し人権尊重の意識を高めるよう指導を展開し、道徳教育や人権教育にも力を入れ、他者と協調し他者を思いやる心や感性を磨かせるような教育活動が必要である。
・教職員の適正な勤務時間管理や業務の効率化・精選を更に進め、働き方改革に向けて教職員の意識改革を図ることが必要である。

２　学校教育目標 高い志と未来を切り拓く力をもち、地域や国際社会の発展に貢献できる、人間性豊かな人材を育成する。

３　本年度の重点目標

学校名 佐賀県立武雄青陵中学校

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

○学力向上と進路支援　　○生徒指導の充実　　○中高交流の促進　　○保護者・地域との連携
○教職員間の組織力の向上、迅速・誠実・的確な問題解決、効果的な働き方の実践及び法令順守意識の徹底

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組


